
令和6年９月３日実施

奥入瀬川水系・蔦川における
魚類の移動経路の維持活動
（魚道点検調査）
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【今までの経緯】
平成6年度竣工した蔦川砂防事業により整備された流路工・魚道などが、その後の
出水等により損傷・埋没したことから、魚道の改良を平成23年度から27年度まで
県により行われました。
一方、平成22～28年度に魚道改良工事と並行して行われた、整備効果を把握す

るための青森県による「蔦川砂防整備環境調査業務委託」により、各魚道の整備
後における魚類の利用や支川において産卵床が複数確認されたこと、また、同様
に平成19～令和4年度に行われた当会の「イワナの人工産卵床づくり」活動におい
ても、産卵が多数確認されたことからも、工事と相まって、蔦川では「イワナが
安心して産卵できる川づくり」がなされたと考えられました。
以上から、「人工産卵床づくり」は令和5年度で終えることとしました。しかし

ながら、魚道の経年的な劣化や出水等による不測の破壊等が今後も発生しうるこ
とから、魚類の移動経路である魚道の適切な維持管理が必要と考え、「魚類が遡
上・降下することが困難な状況の迅速な把握と速やかな復旧」ができるよう、改
良された魚道６箇所の点検を、県と当会が協力して定期的に行うこととしました。
令和６年９月３日に、清掃活動とともに、堆積土砂や洗掘等の有無などについ

て、第１回目の魚道点検調査を行いました。
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（１）蔦川魚道平面図・縦断図（１／２）



（２）蔦川魚道平面図・縦断図（２／２）



（３）蔦川魚道点検用紙



【点検結果と対応・改善点】
点検を行った６箇所の魚道の内、特に、今後対応が必要とされた、床固８号魚道上流、床固１２号
魚道、大倉沢落差工 についての点検結果と対応及び点検調査方法の改善点を御紹介致します。
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蔦川魚類の移動経路の維持活動（魚道点検調査）　-点検結果と対応について-

備　考

 本体上流右岸部に、堆積土砂（中州）

があり、詳細な点検か経過観察が必

要 ○調査時、河川の水量が少なかった

ため、今後の堆積土砂の変動状況等

を経過観察し除去の是非については

その上で判断する。

◎本体上流右岸部に、堆積土砂（中州）が

あり、除去か経過観察

※３；手前の魚道は初期の魚道で、その後

の改良で右岸側に魚道が新設されてい

る。

・中州の経過観察必要

・手前側での遡上は厳しいのでは

中州への堆積　経過観察

点検調査における特記事項 対応策（案） 打合せ結果（今後の対応）
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（２）床固１２号魚道



（３）大倉沢落差工



（４）蔦川魚道点検調査の方法について

蔦川の清掃活動と並行して下流側から点検を行ったが、活動時間内に

点検を15名の全点検者が終えることができなかったことから、次回点検

の際は、３班体制にして、１班あたりの魚道の点検を２箇所のみとする

など、点検方法の改善を行い、目視点検のみに加え、計測も加えた点検

を行うこととしたい。

【最後に・・・・】

蔦川清掃活動は青森県砂防ボランティア協会との共催ということ
もあり、蔦川砂防事業に関わった同協会会員の方々にも点検をして
頂きました。今年度も引き続き、関心をお持ちの方々など、多くの
方々のご参加をお願い致します。

ご静聴ありがとうございました。
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